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登壇 

 

 

大﨑：お待たせいたしました。 

本日はご多用のところ、株式会社荏原製作所の 2023 年 12 月期第 3 四半期決算説明会にご参加い

ただきまして、誠にありがとうございます。 

定刻となりましたので、ただいまより、会を始めさせていただきます。 

本日の 15 時に、決算関連の書類を東証のプラットフォームならびに当社ホームページに開示して

おります。そちらもご覧いただきながら、ご参加いただけますよう、お願い申し上げます。 

私どもの出席者をご紹介いたします。 

経営企画・経理財務統括部、執行役、細田修吾でございます。 

細田：細田でございます。よろしくお願いします。 

大﨑：司会は私、経営企画部、大﨑が務めさせていただきます。よろしくお願いいたします。 



 
 

 

3 
 

 

本日のスケジュールでございますが、決算概要を細田より説明させていただき、その後に皆様から

のご質問をお受けいたします。終了時刻は 17 時を予定しております。 

それでは、細田より説明に入らせていただきます。 

 

細田：IR 担当、執行役の細田でございます。 

今回の第 3 四半期決算におけるポイントから、ご説明いたします。 
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まず、第 1～第 3 四半期の累計の連結業績でございますが、受注高 5,983 億円、売上収益 5,512 億

円、営業利益 569 億円となりまして、いずれも第 3 クォーターとしましては、過去最高業績とい

う形で、更新しております。 

いくつか、今回の決算における特徴的な事象を申し上げます。 

まず、精密・電子セグメントですが、調整局面にありますグローバルの半導体市況を反映しまし

て、昨年度のような力強さは見られない一方で、エネルギーセグメントや建築・産業セグメントと

いった、当社のビジネスポートフォリオ上における他の好調なセグメントが、精密・電子セグメン

トの弱さをカバーすると、そのような大きな構図が、継続している状況です。 

次に、精密・電子セグメントに関しましては、四半期ごとの受注を、第 1、第 2、第 3 クォーター

と、順番に 3 カ月ごとの受注を見ていくと、3 クォーターに入って、やや少し数字上は回復の兆し

といいますか、底入れの兆しが見られてきている状況です。 

また、中国におきましては、建築や不動産市場において、特にそれらの市況の悪化が一般的に言わ

れておりますが、その一方で、中国国内の産業系や公共系等の市場における当社のビジネスが建

築・産業セグメントやエネルギーセグメントを中心として、比較的、今回の決算においては好調を

維持しているといった、特徴的なものがございます。 

半導体市場において、一部の中国顧客における積極的なレガシー投資の影響等も、当社は享受して

いる立場にいます。それも含めまして、世間で言われているよりは、意外と堅調な中国ビジネスが

今回の当社の好決算を下支えする要因になっている、そのような状況の第 3 クォーター決算であっ

たと思います。 

後ほどトピックスとしてご紹介しますが、そういった中国市場におきまして、ガバナンスや事業基

盤の強化を目的としまして、今年の 8 月に北京に地域統括会社を新設しましたので、その紹介も後

ほどさせていただきます。 

通期業績予想につきましては、第 3 クォーターまでの進捗と、今後の事業環境を考慮した上で、エ

ネルギーセグメントの受注の上方修正を行っております。 

売上、営業利益につきましては、期初の数値から変更してございません。 
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続きまして、決算の詳細説明に入らせていただきます。 

 

5 ページ目をご覧ください。第 3 四半期累計期間の連結業績です。 

数字は、こちらのスライドに記載してありますとおりですが、受注から四半期利益まで、各項目に

おきまして、前年同期の水準を上回る結果となっております。 
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受注に関しましては、前年同期も第 3 クォーターとしては非常に高水準でした。今期もそれをわず

か 0.6%ですが、さらに上回るという結果になってございます。 

売上は、今期の期初受注残が高水準でしたが、その消化が順調に進んだこともありまして、前年同

期から比べて 711 億円の増収となっています。 

営業利益は前年同期比 142 億円の増益ですが、さらに営業利益率につきましても、第 3 クォータ

ーの時点でも 2 桁の 10%台に乗っておりまして、比較的、好調な決算だったと言えます。 

 

次のページ、6 ページをご覧ください。 

これはセグメント別の決算のサマリです。 

前年同期の実績対比に関して、低調な半導体市場の影響を受けた精密・電子セグメントと、それか

ら、今期は先期に比べて比較的大型案件が少ない環境セグメント、その精密・電子と環境セグメン

トの、両セグメントで受注が減少しています。 

一方で、エネルギーセグメントの受注が、前年同期比 85%増と大きく伸びていまして、建築・産

業やインフラセグメントとともに好調に推移しています。 

セグメント間の好不調はありますが、連結全体では高水準の受注状況を継続しています。 

売上収益につきましては、環境セグメントを除く、他の 4 セグメントで増収となりまして、全体で

711 億円の増収です。 
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営業利益につきましては、インフラセグメントが前年同期比でほぼ同水準である以外は、他の全セ

グメントが伸びておりまして、全体では、前年同期比で 142 億円の大幅な営業利益の増加となっ

ています。 

次のページで、営業利益の増減要因に関する説明をさせていただきます。 

 

7 ページ目です。 

営業利益に関しましては、前年同期の 426 億円から 142 億円増加して 569 億円で着地しておりま

すが、その内訳はこのようになっております。 

固定費の増加が結構大きいのですが、今期は業績連動賞与の関係等も含めて人件費の上昇が見られ

ました。一方で、売上の増加、増収による利益増がそれを上回る結果となって、全体としての増

収、増益となっております。 

収益性の改善は、全体としては 22 億円にとどまっていますが、これは、建築・産業や環境セグメ

ントで利益率に改善が見られる一方で、精密・電子セグメントによる案件ミックスや、同セグメン

トによる次世代に向けた評価機などの収益性の低い案件の影響等によりまして、22 億円のプラス

にとどまっております。 

また、特筆すべき項目として、その他の項目のプラス 23 億円は、コーポレート部門の荏原エージ

ェンシーというグループ会社の清算費用を前期計上したのですが、それが今期はないこと、そし
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て、今期から 5 セグメントの新セグメントに移行していますが、新セグメント移行に伴う調整等の

テクニカルな数値が、その他に入っているとご理解ください。 

 

続きまして、8 ページ目です。地域別の売上収益構成でございます。 

今期は国内、海外とも、各地域で前年同期と比べて売上が伸びています。 

海外売上構成比率は、右側の円グラフの濃い青い部分になりますけれども、約 65%と、過去の水

準と比較しても、比較的高い海外売上比率となっております。 

地域別で見ていきますと、中国では、産業市場や公共市場、それから石油、化学、電力、あとは半

導体のレガシー分野などの当社の各事業が対面する市場において、投資が底堅く推移ということも

ありまして、昨年度よりも売上を伸ばしています。 

一方、北米や中東では、エネルギーセグメントが、製品やサービス＆サポートとともに好調で、さ

らに北米においては、建築・産業セグメントにおいて、昨年度買収が完了しました Hayward 

Gordon 社の連結化がインオーガニックな形で寄与している点がございます。 
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26 ページにも、セグメントごとの地域別時系列推移は掲載しておりますので、そちらもご参照く

ださい。 

 

続きまして、セグメント別の詳細な業績の説明に入ります。 
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10 ページ目、まず建築・産業セグメントからです。 

受注、売上、営業利益とも、いずれも前年同期を上回っております。 

建築設備市場では、インフレの継続などを背景に、グローバルで経済成長が鈍化する一方で、国内

では、企業の生産活動や設備投資に持ち直しの動きがありました。 

受注の増加要因としては、建築関連市況で厳しい状況が続いている中国市場において、エネルギー

効率の高い省エネ製品への需要の高まりや、公共インフラ投資の進展などの国策的な投資の進展な

どもありまして、中国の市場において当社のビジネスとしての受注が増加しております。 

さらに売上は、受注の増加や価格改定効果などによりまして、前年同期を上回っております。 

営業利益も増収効果に加え、製品価格改定による収益性改善の影響もありまして、増益の要因とな

っております。 

繰り返しになりますが、昨年買収した北米の Hayward Gordon 社の連結化が、受注、売上、営業

利益に、それぞれ寄与しています。 
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11 ページは、エネルギーセグメントでございます。 

受注、売上、営業利益は、いずれも前年同期を上回っております。 

LNG 案件が、北米を中心に、引き続き活発な動きが見られるとともに、石油化学の案件において

も、北米やアジア、中東の需要が堅調に推移しています。 

受注は、北米、中東、アジアが好調でした。第 3 クォーターにも、引き続き大型の LNG 案件の受

注がありましたほか、中国での石油化学向け、それから電力向けのポンプなども堅調に推移してお

ります。 

サービス＆サポートの受注が、下期に入り、若干、定期修繕などの引き合いが減少してきておりま

す。今期の期初から想定はしていたのですが、前年対比では、少しサービス＆サポートが下がり気

味かと思っておりましたが、第 3 クォーターまでは堅調に推移しています。 

ただ、下期に入って、多少定期修繕などの引き合いが減少している状況が見えてきております。 

売上は、製品受注が好調で、中東や北米、中国を含むアジアでその影響もあって、増収となってい

る一方で、サービス＆サポートにつきましても、引き続き堅調な売上となっています。 

営業利益につきましては、増収効果に加えまして、製品の収益性改善や、部品販売などの価格改定

効果によって増益となっているのが、エネルギーセグメントの現状でございます。 



 
 

 

12 
 

 

インフラセグメントです。12 ページです。 

受注売上は前年同期を上回りまして、その一方で、営業利益に関しましては、前年同期と同水準で

した。 

国内において、ポンプ設備の更新や補償に対する需要が堅調で、受注は第 3 クォーターに大型案件

を複数受注したこともありまして、前年同期を上回ってきております。 

一方、海外も、水インフラ市場向けで受注が昨年よりは増加している状況です。 

国内外ともに売上を伸ばしている一方、人件費なども増加したことで、営業利益は、昨年同期比で

同水準という結果に着地しております。 
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環境セグメントです。 

受注は、前年同期からは大きく下回っているのですが、売上も下がっていることもあって、前年同

期と比べて減収増益となっております。 

受注は大型案件の受注タイミングによるものです。昨年度の第 3 クォーターまでには、4 件大型案

件を受注していたのですが、それと比較しまして、今期は 2 件にとどまっているため、少し減少し

た数字になっております。 

売上は、過去に受注した EPC 案件の受注が少なかった影響で、今期の売上が EPC を中心に、少な

めになっている状況です。 

一方で、オペレーション＆メンテナンスは安定した売上を計上しております。 

営業利益につきましては、EPC 案件、オペレーション＆メンテナンスのミックスといいますか、

オペレーション＆メンテナンス売上比率が上昇したことによりまして、ミックスの改善による収益

性の改善があったほか、昨年度に発生した一過性費用が、今期はなくなっているということ、ま

た、これも昨年度の発生した費用ではありますが、売電事業における一過性コスト等がなくなって

収益性が改善しているなどの効果がございまして、増益となっております。 

そういう背景もありまして、昨年度低かった営業利益率について、今期は例年並みの水準まで回復

してきてという、そういう状況でございます。 
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14 ページは、精密・電子セグメントです。 

受注は前年同期を下回りましたが、売上利益は増収増益となっております。 

半導体市場では、一部、お客様での工場稼働に改善の兆しも見られましたが、グローバルな、全般

的には設備投資の延期や一部中止する動きがまだ継続していまして、依然として本格的な回復には

至っていないと、そういう認識でございます。 

受注は、中国のレガシー投資など一部のお客様による積極的な投資により、四半期受注高の数字だ

けを見れば底入れ感も見られましたが、全体的な需要は依然として低水準であり、前年同期比 771

億円の減少となっております。 

売上につきましては、お客様の工場稼働を調整する動きは継続していますが、期初受注残の消化が

着実に進んだことで増収となっております。営業利益につきましては、製品の案件ミックスの悪化

や、サービス＆サポート売上が減少したことに起因して収益性が低下し、さらに固定費について

も、人件費や研究開発費、それから在庫管理コスト等が増加したことによって、固定費は増えてい

ます。その一方で、増収による寄与が大きく、1～2Q では前年同期比で減益だったのですが、3Q

から前年同期比で増益に転じている状況でございます。 
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続きまして、通期の業績予想に関してです。 

 

16 ページ目をご覧ください。 

今期の事業環境です。当社グループが対面している各市場において、市場や地域によって濃淡はあ

りますが、2023 年の全社通期業績予想につきましては、8 月に開示した予想との比較対比で、エ

ネルギーセグメントの受注を 270 億円引き上げて、全社で 7,900 億円とさせていただきます。 
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売上は 7,470 億円、営業利益は 710 億円で、受注以外の業績予想は据え置きといたしておりま

す。 

エネルギーセグメントが対面しております石油ガス市場では、海外での、特にエネルギー需要の高

まりもありまして、今後も LNG 案件や石油化学案件では活発な動きが見込まれ、カーボンニュー

トラルの分野での新たな領域での需要も増えてくると想定しており、そのあたりのことを背景にし

た受注の上方修正でございます。 

その他の経営指標は、配当金や想定為替レートにつきましても、変更はございません。 

 

17 ページは、セグメントごとの業績予想でございます。 

先ほども申した通り、エネルギー事業における、受注の上方修正ですが、第 3 クォーターに北米な

どで計画していた受注案件の増額が見られたこと、それから第 4 クォーターに計画外の受注案件が

見込まれることなどから、上方修正をいたしております。 
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営業利益予想 710 億円について、前年の 705 億円からの利益増減分析です。 

前回と変更しておりませんので、詳細説明は割愛させていただきます。 

以上が、業績決算におけるご説明でございます。 

 

最後に、今回の決算におけるトピックスです。 
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この 3 カ月間にあった事象としましては、今年の 8 月に、中国北京に中国地域統括会社を設置いた

しましたので、その説明をさせていただきます。 

現在の当社における中国域内のグループ会社は、図に示します通り、4 セグメントの各セグメント

から 11 社、中国地域の各地域に設立されております。 

同一国内で、いわゆる拠点数としましては、日本以外の海外ではもちろん、中国で 11 社というの

は、当社グループの中でも最大の地域となっております。 

1980 年代に最初に拠点を設けて以降、順調に中国市場の中での開拓が進みまして、売上規模も、

グループ全体では、中国で 15%超となっており、重要性が増している状況でございます。 

重要性が増しているこのような中国市場の中で、事業に関わる意思決定については、引き続き、対

面市場別組織である各カンパニーがそれぞれ担っていきます。一方で、新たに設置した地域統括会

社におきましては、中国域内における事業横断的な地域戦略の展開や、中国独特のカントリーリス

ク対応、それからグループガバナンス強化などの観点から、現地のコーポレート機能を最適化、機

能の集約や共通化する役割を担っていく、そのような位置付けの統括会社でございます。 

例としては、財務面においてのキャッシュプーリングや中国域内における再投資などによりまして

効率的な資金運用を実現するだとか、人材採用における専門性の高い人材の統括会社を通じた一括

採用などのアクションによりまして、中国域内に特化して各社各事業をサポートしていく、そのよ

うな位置づけとなっております。 
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このような体制の中で、中国市場に対する持続的なビジネス拡大を目指していきたいと考えており

ます。 

今回の決算説明会における私からの説明は以上でございます。 
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